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　筆者は本誌第51号に掲載した拙稿にて、千葉県館山市、南房総市、鋸南町に伝わる「平
へ ぐ り ば や し

群囃子」について研究
したが、そこでは、千葉県香取市佐原から千葉県北東部・茨城県南部一帯に広く分布が確認されている「佐原囃
子」との関係について考察することができなかった。本稿ではまず、佐原囃子の先行研究を辿りつつ、平群囃子と
比較分析することで、両者の関係性について考察する。そこでは、前稿で指摘した平群囃子と「風

ふりゅうはやしもの

流拍子物」と
の関係が、佐原囃子にも指摘されていることを確認した上で、両者の楽曲《サンギリ》（シャギリ）の比較分析を
試みる。次に、前稿にて若干指摘した、平群囃子における楽曲《祇園囃子》に用いられている特徴的な旋律モチー
フについて、さらに事例を広げて考察し、平群囃子と風流拍子物との関係について、音楽学の立場からの一定の
見解を提示する。
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はじめに
房総半島には様々な祭囃子が伝わる。系統ごとに研

究の蓄積はあるものの、それらの相互影響関係を明ら
かにした研究は存在しない（１）。それには、各芸能が

「ジャンル」として同一ではないことも一因として存
在する。例えば、「佐原囃子」と「平群囃子」は、双
方広範な分布を示す祭囃子の系統であり、両者の影響
関係についても指摘されているものの（２）、その具体
的な、とりわけ音楽学的な研究は未だ充分な蓄積があ
るとは言い難い状況である。

写真１　佐原の大祭（本稿の写真は全て筆者撮影）

これに対し、例えば幕末の鼓笛隊が元となって成立
した「おらんだ楽隊」（千葉県香取市扇島）については、
日本各地の「幕末鼓笛隊」との比較研究は存在するも
のの（３）、房総半島という文脈からの比較研究は為さ
れていない。

相互関係を明らかにする一つの方法として、その
囃子の音楽分析がある。筆者は本誌第51号に掲載し
た拙稿（４）（以下「前稿」と略記）にて、千葉県館山
市、南房総市、鋸南町に伝わる平群囃子について研究
した。この囃子は小太鼓、大太鼓、一本調子の篠笛を
使用して演奏される13曲の囃子の総称である。千葉県
旧富山町（現・南房総市）平群地区の米沢という地域
において、江戸期に創られたものであるという口頭伝
承は存在するものの、それを証明する史料は存在しな
い。前稿では、平群囃子のいくつかの楽曲を分析し、
平群囃子の源流の一つに風流拍子物（囃子物）（５）が存
在する可能性を指摘した。

しかし、平群囃子の源流の一つに佐原囃子が存在す
る可能性もしばしば指摘されている。だが、前稿では
紙数の都合もあり佐原囃子については考察できなかっ
た。また、平群囃子に関する最も新しくかつ包括的な
研究として、伝承者である前田優輔の秀逸な論文（６）

があるが、前田論文でも、佐原囃子との関係は指摘さ
れるのみで、証明されてはいない。
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る「さんぎり」「馬鹿囃子」で始まり、「馬鹿囃子」
「さんぎり」で終わる構成を原則とする（９）。

ここにある「さんぎり」と「馬鹿囃子」については、
前稿で平群囃子の考察の折にも触れたが、佐原囃子の

《さんぎり》と《馬鹿囃子》の関係はほぼ平群囃子の
《砂切り》と《馬鹿囃子》の関係に対応する。もっとも、
音楽的な相違は大きく、その意味では同名異曲といっ
てよい。

坂本は「シャギリが馬鹿囃子に伴い伝播したか、時
間的な差をもつのかは明らかにすることはできない
が、少なくとも、江戸において区別されていた段階に
おける伝播の事例であるといえる。その後、地域的変
容を遂げて『さんぎり』として成立（10）」したと述べ
るが、平群囃子の場合、後述するように《さんぎり》
の旋律の骨格は《馬鹿囃子》とほぼ同一のもので、リ
ズムが変化したものであるため、両者の関係は非常に
緊密である。

また、平群囃子と佐原囃子との関係に関する興味深
い傾向として、その「笛」がある。前稿で示したよう
に、平群囃子は一本調子の長い笛を特徴とし、笛が長
いことを一つのアイデンティティとしてもいる。類例
がないわけではないが、祭囃子の中で一本調子を使用
する例は多くはない。近年の「存在論的転回」の議論
に依拠しつつ、佐原囃子の近現代史を見事に描き出し
たのが、佐原囃子の演奏者でもある塚原伸治だが（11）、
その記述の中で、佐原囃子の笛の長さの変化について
以下のように述べている。

　�　五本調子と四本調子の違いを説明するのは容易
なことではないが、単純な説明をすれば、四本調
子のほうが音が低く、笛自体も少しだけ長い。初
心者が音を出しやすいのは五本調子のほうだが、
四本調子のほうが強く吹き込み大きな音を出すの
に向いている。四本調子の笛は、力自慢の技術を
見せつけるのにちょうど良く、若者の食指を動か
した。佐原では現在でも、力強い音を出すことが
でき、かつ長時間吹いてもかすれない、パワーの
ある笛吹きが評価され、羨望の対象となるが、こ
の四本調子の笛は物理的にそのような笛吹きを生
みだしやすいのである（12）。

これは、もしかすると平群囃子が一本調子であるこ
との理由を教えてくれるかもしれない。同様の変化の
末に現在の形態になったとも考えられるからである。

千葉県香取市佐原の市街地では、毎年「佐原の大
祭」と呼ばれる祭礼が挙行される。この祭礼は、７月
の本宿祇園祭と10月の新宿秋祭りに分けられるが、佐
原囃子は、両祭礼において曳行される山車の中で演
奏されるほか、周辺の祭礼でも演奏される囃子であ
る。佐原囃子は、「千葉県香取市佐原を中心とした、
千葉県北東部及び茨城県南部地域一帯に広く分布を
みせている（７）」。

本稿ではまず、佐原囃子の先行研究を辿りつつ、平
群囃子と比較分析することで、両者の関係性について
考察する。これら二つの囃子は、房総半島を代表する
祭囃子の系統であり、両者の音楽的な関係性の解明
は、房総半島全体の祭囃子の構造的連関を解明するた
めの第一歩ともなろう。

次に、前稿にて若干指摘した、平群囃子における楽
曲《祇園囃子》に用いられている特徴的な旋律モチー
フについて、さらに事例を広げて考察し、平群囃子と
風流拍子物との関係について、音楽学の立場からの一
定の見解を提示する。

１．�《サンギリ》と《馬鹿囃子》―共時
的分析―

南房総の平群囃子のほぼ唯一の先行研究が、伝承者
の精力的な調査による論文であることは前稿にて述べ
たが（８）、佐原囃子もまた、その音楽自体への言及の
多寡を問わず、その研究の多くは伝承者や地元出身者
によって主導されてきた。本節ではとりわけ、坂本行
広と塚原伸治の論文を中心に、佐原囃子を参照しつ
つ、平群囃子について今一度考えてみたい。

まずは、佐原囃子の演奏者でもある坂本行広の論文
を見てみよう。坂本論文において中心的に分析されて
いるのが《さんぎり》と《馬鹿囃子》である。「シャ
ギリ」や「サンギリ」といった名称を有する祭囃子の
ヴァリエーションは実に多様であり、その研究の蓄積
は厚い。坂本はそれらの研究を細かく辿った上で、佐
原囃子の分析を展開している。坂本は佐原囃子を次の
ように定義しているが、その上では「さんぎり」が重
要な位置にある。

　�　江戸囃子に連なる山鉾の囃子の一類で、笛５前
後・大太鼓１・附締小太鼓１・鉦１・大鼓１・小
鼓５前後による楽器編成で行われ、「役物」、「段
物」、「端物」に分類される曲群からなり、様々な
芸能を囃子に取り込む。大小の鼓を用いる囃子と
用いない囃子の二重構造を持ち、後者で演奏され
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から始めるという。であれば、《馬鹿囃子》→《砂切り》
という流れを想定することができるため、ここから、

「個体発生は系統発生を繰り返す」と解釈し、《馬鹿
囃子》から《砂切り》が発生したと考えるのは実に
魅力的な立論ではあるものの、この事例のみではい
ささか早急に過ぎるかもしれない。言うまでもなく、

《砂切り》から《馬鹿囃子》が生成された可能性も否
定できないからである。

譜例１　�平群囃子における《馬鹿囃子》と《砂切り》（18）

《馬鹿囃子》（部分）

《砂切り》（部分）

前稿でまとめたように、平群囃子の《砂切り》は神
社を出る際と戻る際に演奏される。ゆえに、伝承者は
この曲を「神」に捧げるものだという。この場合、神
社が「中心」であるとするならば、そこで奏されるの
が《砂切り》であるのに対し、移動中に奏される《馬
鹿囃子》は、いわば「周縁」にて奏される囃子という
こともできるだろう。これは佐原囃子ともある意味で
は共通している。坂本は《さんぎり》と《馬鹿囃子》
の関係を以下のように述べている。

　�　「さんぎり」を演奏する際、山車は決まって停
止状態であることが特徴として挙げられよう。

［……］「さんぎり」の演奏終了後、「馬鹿囃子」
で山車は動き出す。曳き終いは、所定の停車位置
の直前に「馬鹿囃子」を演奏し、停車位置に停車
させるまで「馬鹿囃子」を演奏し続ける。そして、
山車の停車を確認した拍子木（佐原では「チャキ」
と呼ぶ。）の合図で「さんぎり」を演奏するので
ある。［……］曳きはじめの「さんぎり」「馬鹿囃
子」と曳き納めの「馬鹿囃子」「さんぎり」の演
奏様式は原則であり、これらは、運行の始まりと
終わりという山車を囃す上で最も重要な位置にあ
るのである（19）。

平群囃子では、《馬鹿囃子》、《砂切り》、そして《早
馬鹿》（《馬鹿囃子》のテンポを速めた楽曲）はひとく

拙稿（13）で示したように、平群囃子の場合は LED を
搭載したスケルトンの笛まで登場しているため、時代
における笛の変化は少なくなかったはずである。

これ以外にも佐原囃子と比較することで見えてくる
ことは多い。例えば、村落を越えた下座連（演奏団体）
が作られたこと（14）については、平群囃子伝承地域で
も観察されることであり、筆者が長年お世話になって
いる「彩

さい

響
きょう

會
かい

」は地域を越えた演奏者（伝承者）のネッ
トワークを形成し、県内外のイベントなど、地域を越
えた活動を展開している（15）。

前掲の前田論文は、佐原囃子、平群囃子、そして大
杉囃子の「シャギリ」の関係性に注目していたが（16）、
そこには音楽自体の分析はない。では、音楽的な面で
は、両者にはどのような共通点、相違点があるのだろ
うか。坂本は「さんぎり」の楽曲的特徴について次の
ようにまとめている。

　�　「さんぎり」は、早いテンポで演奏される一分前
後の曲で、山車曳行の開始時と終了時及び特別な
行事の時に限って演奏される曲である。開始の「さ
んぎり」の後と終了の「さんぎり」の前は決まっ
て「馬鹿囃子」を演奏する。「さんぎり」、「馬鹿囃
子」がセットの関係にあり、これらの演奏には大
小の鼓を用いず、一丁笛となるのが特徴の一つで
ある。［……］佐原では、「さんぎり」は「三つの切」
からなるのでそのように呼ばれるようになったと
の解釈があるように、大きくは三つのフレーズか
ら構成されている（17）。

次に平群囃子の「さんぎり」と「馬鹿囃子」を見
てみよう。前稿でも指摘したように、平群囃子では、

「馬鹿囃子」が途中で拍子が変拍子（３＋２＋３）に
変化する。これに対し、「さんぎり」は一定の拍を刻む。
というより、「さんぎり」の曲は、ちょうど「馬鹿囃子」
の旋律を一定の拍に調整したような曲になっている
のである。《馬鹿囃子》と《砂切り》は笛の旋律が同
じで拍子を４/４に変えたものではないか、そのよう
に考え、2019年７月25日、伝承者である青木芳和氏
にお話を伺った折に聞いてみたところ、まさにそう
だと驚きをこめて答えてくださった。笛の旋律が同
じという認識があるのである。といっても、採譜す
るとわかるように、厳密に「同一」というわけでは
なく、拍子に合わせるように旋律が「ずらされてい
る」といった方がより正確かもしれない（譜例１）。
青木氏によると、平群囃子を学ぶ際には、《馬鹿囃子》
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アクサク・リズムのような変拍子が「移動」すると
きに使用されるということは、やはり移動することと
跛行が関わっていることを示してはいないだろうか。
この議論を発展させるならば、この囃子の「意味論」
を展開することも可能かもしれない。本稿の範囲を大
きく越えたテーマではあるが、祭囃子の研究に有効な
視座を提供する可能性は指摘しておきたい。

２．�《サンギリ》の音楽的モチーフ―通
時的分析―

このように、坂本の佐原囃子論は、平群囃子の「共
時的」な分析、すなわち「現在」という断面からその
構造の諸相を描き出すことにも貢献するが、それだけ
ではなく、平群囃子の「通時的」な、すなわち歴史的
な展開過程についても考察する糸口を与えてくれる。
坂本の2013年の論考における興味深い結論は、「江戸
の『出し』の囃子と三匹獅子の音楽がミックスされ、
地域変容（25）」したものとして「佐原の『出し』の囃子」
が生まれ、それが佐原囃子の基となったとしているこ
とである。

佐原の大祭と三匹獅子舞（風流獅子舞）には深い関
係がある。佐原の祇園祭の神輿神幸の先払いとして、
氏子町内の八日市場が獅子を伝えており、写真２はそ
の獅子頭と羯鼓（枠なし締太鼓）である。もっとも、
獅子舞といっても「舞」はなく、道笛による道行を行
うのみである（26）。

写真２　「獅子仮
かりやど

宿」に祀られた三匹獅子の獅子頭
 

坂本は「多田の獅子舞」（香取市多田）との比較を
行なった上で次のように結論付ける。

　�　これらのことから、「さんぎり」を構成する基
本的な要素が三匹獅子の音楽に含まれているとい
える。したがって、「さんぎり」が成立する過程

くりに「道中物」と呼称されている。ここで注目した
いのは、譜例１を見てもわかるように、《砂切り》に
対し、《馬鹿囃子》は「変拍子」であることである。
つまり、ここからは「静」の四拍子と「動」の変拍子
という対立を得ることができる。とりわけこの「３＋
２＋３」のリズムについては神楽研究に頼もしい先行
研究がある。松永建は神楽囃子における「３＋２＋３」
のリズムが、古代中国の儀礼的跛行「禹

う ほ

歩」や民俗芸
能の「反

へんばい

閇」における「三三九度形式（20）」（３歩＋３
歩＋３歩）の真ん中が一つ減ったものである可能性を
指摘している（21）。

更に、民族音楽学における指摘に目を向ければ、伊
東信宏の『東欧音楽綺譚』には、「跛行」のリズム（ア
クサク・リズム）に関する示唆に富む考察がある。

　�　「アクサク」とは、トルコ語における「跛行」
のことで、バルカン半島などに見られる変拍子

（どこかが半拍字余りになっている拍子、たとえ
ば２＋２＋３= 七拍子や２＋２＋２＋３= 九拍子
など）のもつ独特の引っかかるような性格を指し
ている（22）。

シンデレラのいわゆる「片足サンダルのモチーフ」
が、クロード・レヴィ = ストロースの有名な「オイ
ディプス神話」の分析における「跛行」のモチーフの
残滓であるとする、カルロ・ギンズブルクの『闇の歴
史』の議論に代表される神話的・儀礼的跛行論につい
ては、既に拙稿にて詳細に検討したが（23）、伊東はこ
の問題系をリズムに接続し、次のように述べる。

　�　字余りの拍子が「跛行」を連想させるのは、特
別なことではない。だから、ブライロユもそこに
特に深い意味は込めなかったのかもしれない。だ
が、このリズムを特徴とする「コリンダ」が［……］
祖霊、死者の世界をめぐる儀礼と隣り合わせであ
り、その死者の国と行き来できる者の刻印の一つ
に神話的 = 儀礼的「跛行」があったとすれば（そ
して実際にそのような世界を表象する儀礼に「跛
行」が用いられていたとするなら）、コリンダの

「跛行」にもそのような刻印を読み取ることは決
して無謀とは言えないのではないか、という気が
してくる。もっとはっきり言えば、コリンダの「ア
クサク・リズム」は、祖霊による「跛行」の儀礼
の残滓なのではないか、ということだ（24）。
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である」、②「引端歌に付随するフレーズは『さんぎり』
の結尾部と同じである」という二つを挙げている。こ
れらの共通点のいくつかを有するフレーズは他の三匹
獅子の事例にも見出すことができる。例えば筆者は拙
稿において、多摩川中下流域の事例を中心として、そ
の「間奏」のフレーズに注目して比較分析をしたこと
があるが（32）、これもやはり共通点が多い。

例として、東京都国立市谷保に鎮座する谷保天満
宮の獅子舞を挙げる（33）。この獅子舞は「古式獅子舞」
と呼ばれており、毎年９月25日に近い土曜日、日曜日
の例祭にて奉納される。この祭礼は、「万

まんどう

灯行列」と
いう行列が有名であるが、この行列が神社に到着した
あと、獅子舞が行われる。天暦３年（949）に村上天
皇から獅子頭を賜ったと伝えられている（34）。谷保天
満宮古式獅子舞の「キリ」という部分は譜例２のよう
になっている。

譜例２　谷保天満宮「古式獅子舞」の《キリ》（35）

これに対して、佐原囃子の《さんぎり》と平群囃子
の《砂切り》の結尾部は譜例３・４のようになってい
る。坂本は佐原囃子を冒頭部・中間部・終結部と分け、
変化が激しい中間部に対し、冒頭部・終結部の変化は
少ないのではないかと指摘している。

譜例３　�佐原囃子《さんぎり》の終結部（牧野系・潮
来系・玉造系のみ引用）（36）

において、三匹獅子の音楽がその構成に影響を与
えたといえるのではないだろうか。そして、「さ
んぎり」の持つ機能ゆえに、三匹獅子でも新たな
ハヤシとして取り入れた結果が、現行の多田の伝
承となっていると考えられる（27）。

つまり「さんぎり」と「三匹獅子」の音楽の相互浸
透を想定しているわけである（28）。筆者はこれまで佐
原囃子を専門としてこなかったゆえ、その妥当性につ
いて判断する力がまだないものの、動態的な芸能史記
述として実に魅力的な結論であることは疑いない。こ
の議論の上で坂本は、「初期の段階（正徳４年（1714）
から明和４年（1767）までの約50年間）では、練物の
音楽は三匹獅子などの音楽が主体的であったと想定さ
れる（29）」とする。当然、三匹獅子は風流囃子物（拍
子物）に行き着く（30）。

図１　坂本が提示する佐原囃子の展開過程（31）

ゆえに、この指摘は筆者の平群囃子論が提示した仮
説、すなわち、平群囃子の「囃子物」には「拍子物」
の残滓があることとも通じるものであり、その可能性
を高めてくれる。筆者の平群囃子論は旋律型に注目し
たものであるが、本稿でもまた旋律型に注目し、より
考察を深めてみたい。

坂本は「さんぎり」と三匹獅子の音楽の共通点とし
て、①「始まりと終わり、あるいは場面の転換時に限
り演奏される曲やフレーズがある。それらの出発音ま
たは終止音は２高音 a〔坂本の用語法ではド

・

を示す〕
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地域／ジャンルに限ったものではなく、分布域はより
広いものであると推察される。というのも、遠く離れ
た秋田県の「西

に し も な い

馬音内盆踊り」でも聴くことができる
からである。

８月16日から18日にかけて行われるこの芸能につい
て、西馬音内出身の小坂太郎は、「西馬音内盆踊りに
は、藩政時代〔江戸時代〕の流通経済がもたらした、
上方文化の交流の影響がみられる（40）」と述べている。
囃子には「静」の囃子《がんけ》と「動」の囃子《音
頭》があり、小坂は次のように詳細にまとめている。

　�　西馬音内盆踊りは、まず寄せ太鼓から始まりが
んけで終るが、その行われる順序は一応次の通り
である。「寄せ太鼓の前奏」４小節。続いて12小
節を幾度も繰り返す。「寄せ太鼓の切り」４小節
を一度。「音頭の前奏」２小節。続いて６小節を
幾度も繰り返す。「とる音頭」に移行し繰り返す。
音頭と「とる音頭」を代る代る演奏。「音頭の切
り」最後を切りで決める。「がんけの前奏」２小節。
幾度も繰り返す。「がんけの切り」音頭の切りと
同じ。この後、音頭（とる音頭も入れて）とがん
けを代る代る演奏する。踊りの終了は「がんけの
切り」で決める。引き続き、前奏のない「寄せ太
鼓」、そして「寄せ太鼓の切り」で終る（41）。

小坂のまとめを参考に聴いてみると、《寄せ太鼓の
切り》は、囃子の最後に奏される譜例６のモチーフで
あることがわかる。

譜例６　�西馬音内盆踊り《寄せ太鼓の切り》（2013年
９月28日の「秋田けけけ祭り」での演奏を基
に採譜）

こちらでも谷保天満宮古式獅子舞のように「切り」
と呼ばれている。では、ここまでの事例から何がわか
るか。重要な点は、おそらくこれらは「シャギリ」の
各時代層を示しているということである。

西馬音内盆踊りは「彦
ひこ

三
さ

頭
ず

巾
きん

」（写真３中央）を使
用しており、この役は亡霊を表すとも言われているこ
とから別名「亡者踊り」とも呼ばれているが、「この

譜例４　平群囃子《砂切》（最後）

これらの譜例だけではつながりが見えにくいが、さ
らに事例を増やして重ねていくと、共通点に気がつく
はずである。坂本は、とりわけ《さんぎり》の「結尾部」
に注目しているが、その中で「内野流さんぎり」がこ
の結尾部を「ぶっきり」（= 終わり）と呼んでいると
述べている（37）。興味深いことに、筆者が長く研究し
てきた埼玉県秩父市の徳丸流神楽では、一日の演目の
最後に「ぶっきりばやし」を奏するほか、それぞれの
囃子の楽曲の最後に佐原囃子の「さんぎり」の「終結
部」に酷似した囃子を奏する。

譜例５　�徳丸流神楽の一つ「神明社神楽」（秩父市荒
川白久）の囃子における演目終了時の曲

興味深いことに、入江は「さんぎりの音楽は神楽囃
子からきていると地元ではいわれている（38）」と報告
している。もっとも、入江自身が「神楽と佐原囃子と
の関係解明には詳細な広域調査が必要である（39）」と
述べているように、実際この結尾部もまた、これらの

写真３　�西馬音内盆踊り（2013年９月28日の「秋田け
けけ祭り」にて撮影）
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譜例７　西馬音内盆踊り《寄せ太鼓》（一部）（笛のみ）

譜例８　�平群囃子《祇園囃子》（前稿の譜例の音部記
号を実際の音程に変更した上で再掲）

譜例８は、「ド―シ―ド―シ―ド―シ―ラ―シ」あ
るいは「ド―シ―ド―シ―ド―シ―ラ―ソ―ラ」のよ
うに、数回半音を繰り返して下行するモチーフであ
り、民族音楽学でいうところの「旋律系 tune family」
のように、関東地方各地の囃子で聴くことができるこ
とは、前稿で詳細に述べた。マット・ギランはその優
れた論文において、「旋律系」について以下のように
まとめている。

　�　20世紀半ば頃から、欧米の民族音楽学では、バ
ヤード、ブロンソン、シーガー等の研究者によ
り、歌や旋律の類似性を音楽的に分析する理論と
して「Tune Family」（旋律系）の概念が打ち出
されてきた［……］バヤード（1950: 33）はこの

「Tune Family」を「一つの『本歌』（ほんか）を
祖先にすると思われ、変奏、模倣、同化のプロセ
スにより、複合的な系譜を形成し、一定の旋律類
似により基本的相互関係を示す旋律グループ」と
定義した（49）。

これについては次のような批判の例もある。当然民
俗芸能の音楽研究においても注意すべきであろう。

　�　リスト（1978: 50）は、共通点があっても必ず
しも特定の旋律の伝承過程で形成されたとは断言
できないと指摘している。一つの音楽様式（style）
が共通していても、同じような旋律が偶然に作り
出されるプロセスも考えられる。つまり、一つの
ジャンルではある程度限られた数の旋律パターン
しか用いないので、そのジャンルの中では、直接
的な関係がなくても、類似した旋律が偶然作り上
げられる可能性も十分にある（50）。

民俗芸能の音楽にも同様の例は多い。民俗芸能研

頭巾は、明治の初期、東京で歌舞伎を見た西馬音内の
人が、役者・坂東彦三郎の後見をする黒子の覆面から
思いついて作られたので、『彦三』の名がついたとい
われている（42）」というように、歌舞伎との関係性が
指摘されている。同様に神明社神楽をはじめ、秩父地
方の神楽には歌舞伎の影響が強い。ゆえに、おそらく
この類似したモチーフは、歌舞伎囃子の《砂切》の最
後の部分のヴァリアントであると推察される（43）。もっ
とも、《砂切》は歌舞伎囃子に「淵源」するものでは
なく、植木行宣・田井竜一（編）『祇園囃子の源流―
風流拍子物・羯鼓稚児舞・シャギリ―』（岩田書院、
2010年）で各論者が詳細に報告しているように、それ
は能（44）や風流拍子物にも密接に関わっている。ゆえ
に、三匹獅子舞における「切り」は、風流拍子物の特
徴を継承したものであると考えられるだろう（45）。ま
た、前掲した坂本論文（2012年）の指摘に、「佐原では、

『さんぎり』は『三つの切』からなるのでそのように
呼ばれるようになったとの解釈がある」という言葉が
あった。ここから、佐原囃子においても「切り」とい
う表現が使用されていることがわかる。

例えば、上述の論考集において歌舞伎囃子のシャギ
リを研究した土居郁雄は、シャギリの語義について

「しゃぎり、またはしゃぎるの『切る』とは、恐怖な
どからくる硬直からの緩和あるいは切断・解放への移
行をいったのではないか（46）」とし、「ある空間と空間
を区切る意味で用いられるのが、シャギリの正体かも
知れぬ（47）」と述べているが、ここから「切り」のモチー
フが「サンギリ」と共通していることを理解すること
ができるかもしれない。そうであるならば、筆者が「間
奏」のモチーフと便宜的に呼称していたモチーフ（例
えば譜例２の《キリ》など）は、「サンギリ」のモチー
フと呼び替えることも可能かもしれない（48）。換言す
れば、三匹獅子舞において、セクションの「切れ目」
にまさに「間奏」のごとく挿入される短いセクション
は、「サンギリ」との関係で考えるべきではないだろ
うか。またその作業仮説は、佐原囃子と三匹獅子舞と
を接続する坂本の諸論文にもスムーズに接続可能であ
る。

３．風流拍子物の旋律系
西馬音内盆踊りの《寄せ太鼓》の途中に以下のよう

なモチーフがある（譜例７）。このモチーフは、前稿
にて挙げた、平群囃子における《祇園囃子》のモチー
フ（譜例８）に若干の類似性がある。
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に基づいて行われた筆者の調査であった（55）。筆者の
調査では、風流系芸能の旋律モチーフの「共時的」な
構造のみならず、それらがどのような通時的特性を有
しているのかについても研究した。だが、後者は並大
抵のことではない。伝わっているモチーフが過去を照
射している可能性はあっても、その「年代」について、

「モチーフ自体」はほとんど何も教えてくれないから
である（56）。とはいえ、こちらも前節で検討した「シャ
ギリ」（サンギリ）同様、多くの事例を重ねていくこ
とで、ある程度の編年は不可能ではないだろう。

例えば、祇園祭の調査において、六斎念仏の伝える
囃子から以下のモチーフを採集することができた（譜
例10）。もっとも、これは実に断片的なモチーフであっ
て、こういったモチーフが同時発生することは充分に
考えられる。これだけでは風流系芸能の同一モチーフ
の説明にはなりえない。

譜例10　久世六斎保存会《祇園囃子》（京都市）

また、同じ科研費による調査では、他にも「祭囃子」
から類例を採集することができた。八雲神社例大祭・
烏山山あげ祭（栃木県那須烏山市）で聴くことができ
る「小宅流囃子」である。例えば、《矢車》には以下
のようなモチーフがある。

譜例11　小宅流囃子《矢車》（泉町）

入江宣子は「江戸祭り囃子とその周辺」のなかで、「山

究家の宮尾しげをは、その著書『芸能民俗学』（1975）
の中で、民俗芸能における「音楽」について次のよう
に述べている。

　�　芸能の中の音楽曲も移動している。［……］ど
うも音楽の方が舞踊を伴った芸能より伝播力の早
い関係があるので、割合に飛躍している。［……］
音楽曲も芸能と同じように、山伏、修験者、法
師、ごぜ、門付芸人といった者によって国々へと
移し付けられたものが多い。その当時は最も新し
い文化的な芸能であったものが、しばらくする
と、あとからまた新しいものが押し寄せてくるの
で、それを巧みに受けとめる土地と、そのまま見
送ってしまう土地、中には素通りだけのところも
あった。たまたまその土地に根を張ったとしても、
人はそのままうけつぐ事なく、手を入れて改良す
ることも多くあった。それで同じ芸能が点在して
いる割りに、どこか違ったものになっていて、そ
の目立つ例が幾つもある（51）。

宮尾がいうように、そのまま受け継がれているわけ
ではなく、それらの音楽の多くは多彩な地域変容をみ
せている。囃子のみが祇園囃子から派生したもので
は、比較的本来の形を留めているものも多いが、祇園
祭に付随した諸芸能、中でも風流系の芸能における囃
子は、各地に伝播する中で多様な変容を成し遂げてい
る。しかし、それらの芸能には共通した音楽的特徴が
全く見いだせないというわけではなく、樋口昭の一連
の研究で指摘されるリズム・パターンのほか（52）、筆
者もまた、自身の研究の初期の段階から共通する旋
律について考察を巡らせてきた（53）。本稿では以下に、
前掲したモチーフを、筆者が調査した各地の事例から
辿っていく。

坂本と筆者が行き着いた「風流拍子物」との関係を
証明するための一つの方法として、各地に数多伝わる
風流系の芸能を調査し、当該モチーフの有無を調べて
いくという方法が考えられる。無論、風流系の芸能の
豊富さからいえば、筆者の調査はそのごく僅かにすぎ
ない。例えば、福島県の「御宝殿の稚児田楽・風流」（福
島県いわき市）における「鷺舞」においても、冒頭の
旋律に類似性が見られる。

入江宣子は「動物風流」とその音楽に関する興味深
い論考（54）の中で、この芸能とその音楽を報告してい
るが、そこでの分析では、この旋律系の広範囲での分
布には触れられていない。その試みの一つが、科研費

譜例９　�御宝殿の稚児田楽・風流「鷺舞」（●の符頭
が太鼓の革を打つ部分、×の符頭が太鼓の縁
を打つ部分を表わしている。）
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の囃子《ナミアシ》の中にも類似したモチーフが見ら
れる（63）。その他、先行研究を一瞥すると、地理的／
ジャンル的に隔たった事例にも見出すことができる。
例えば、小島美子の「下北の芸能圏」（64）の中に、「目
名・栗山系大神楽　神楽拍子比較譜」という小島によ
る採譜があるが（譜例14）、ここに記載されている11
以外の神楽囃子の冒頭の旋律は、全て当該旋律系と特
徴を共有している。

このように、離れた地域／ジャンルに見られる類似
した楽曲への注目は音楽学における重要なテーマの一
つであり、当然民俗芸能の音楽でも注目されて然るべ
きであるが、その考察を阻むのが民俗芸能研究におい
て常に強い影響力を持つ「歴史」の発想である。無論、
民俗芸能の囃子の場合、囃子の旋律やリズムも全体的
にパターン（ルーティーン）があり、どれを「特徴的」
なものとするかは難しく、帰納的に事例を増やしてい
くほかはないものの、地道な研究の果てにはこの旋律
系の正体を掴むことができる、と期待することは許さ
れよう。

４．結びにかえて
本稿の分析から導き出される指摘は次のようになる

だろう。①佐原囃子と平群囃子は類似した成立の過程
を経た可能性があること、②「サンギリ（シャギリ）」
には共通するモチーフがあること、③風流系芸能に
は、「サンギリ（シャギリ）」のように共通するモチー
フが他にもあり、それらは地域／ジャンルを越えて共
有されていること、である。

本稿は筆者のこれまでの研究期間の全てにおいて継
続的に調査してきたことを現段階で一通りまとめたも
のであるが、事例も断片的であって、包括的な結論を
出せたとは言い難い。もっとも、多彩な民俗芸能に「包
括的」な一つの解答を求めるのはその多様性を捨象し
てしまうものでもあり、断片的であることがまた、多
様な民俗芸能の特性でもある。少なくとも、千差万別
な民俗芸能の音楽が、重ね合わせることである程度理
解可能になることだけは了解していただけることと期
待する。とはいえ、本稿で提示した主張は、現段階で
言えるささやかなものでしかないことは断っておく。
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揚げ祭りで有名な烏山で奏される囃子も、〈昇殿〉〈四
丁目〉〈新囃子〉〈神田丸〉など江戸神田囃子系である
が、その他小鼓使用の曲も混じっている（57）」と、小
宅流囃子が神田囃子系統であることを指摘している。
《矢車》については早くに『祭礼囃子の由来』にも

下記のように記されている。

　�　而して文化時代には煎餅屋留七、神徒安五郎、
神主増五郎の三氏斯道の名人なりき而して最も破
矢、横笛を能せしなり是より大井馬込の江の島、
経堂の安宅崩、谷山の矢車、金獅子、目黒の本間
矢車、碑文谷の大幕、上目黒の本間崩、大平分の
麒麟崩其他下り葉等の新囃子続々起れり以上記す
る所は斯道の主なるもの而己を挙げたる迄にして
以間の大祭に関したる囃子は往々泰平記、及当時
の雑書に明なるを以て茲に大略す（58）。（下線は引
用者による）

『日本民謡大観　東北篇』にも《矢車》のヴァリア
ントが採集されているが、興味深いことに、「上の山
代神楽」（山形県）の《矢車》には、譜例12のように、
２小節を繰り返す特徴的な部分がある。

譜例12　�上の山代神楽（山形県）《矢車》（59）（当該部
分のみを楽譜作成ソフトにより再編集したも
の）

矢車については佐原囃子も伝えている。端物に分類
されているものの、早くから「『矢車』は準段物とも
云うべき荘重な曲であり、これを段物として扱ってい
るところもある（60）」とされており、現在は段物とし
て扱われている（61）。「西洋音楽」との関係を指摘した
地元の菅井源太郎は、《矢車》を「ロンド形式」であ
るとしている（62）。ゆえに、各時代のモチーフからな
る有機的構造体として佐原囃子を見るべきだろう。近
代にも様々な楽曲が付加されていった。それらを総体
として、また「動態」として見ていかなければならな
い。

また、地域のみならず、ジャンルを越えたつながり
も見出される。例えば前述した「おらんだ楽隊」は幕
末の鼓笛隊の民俗芸能化した事例の一つであるが、そ
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pp. 9-20、2017年
（５）�「風

ふ

流
りゅう

という芸能は、趣向を凝らした作り物を掲げ、
さまざまに仮装して囃し踊るものであった。ことに囃
しが特徴的だったので拍

はや

子
し

物
もの

と呼ばれることもある」
（守屋毅『日本中世への視座―風流・ばさら・かぶき
―』日本放送出版協会、1984年、p. 146）。なお、「拍
子物」についての近年の研究としては、山路興造「風
流系芸能における『囃子物』の位置付け―島根県津和
野弥栄神社『鷺舞』を中心に―」（『民俗芸能』第99号、
pp. 54-69、2019年）がある。本稿では津和野ではなく
福島県の鷺舞を挙げるが、本稿の考察の参考として併
せて山路論文も参照されたい。

（６）�前田、2015年
（７）�坂本行広「佐原囃子の構造―『さんぎり』を中心に―」

『民俗芸能研究』第54号、pp. 47-71、2013年（p. 47）
（８）�前稿で紹介しなかった論文としては、他に利渉房幸

「館山の祭ばやし―わが主観的祭ばやし考―」（『館山
と文化財』第8号、pp. 38-41、1975年）などもあり、
そこではとりわけ屋台・山車・お船、それぞれの「太
鼓」に着目して平群囃子の地域差を描き出している。

（９）�坂本、2013年、p. 67
（10）�坂本、2013年、p. 49
（11）�塚原伸治「関係のなかで民俗芸能をとらえ直す―もの、

偶然性、意図されなかった結末―」『民俗芸能研究』
第67号、pp. 61-82、2019年（p. 80）

（12）�塚原、2019年、p. 73
（13）�拙稿「民俗技術論の民族音楽学的継承―平群囃子と田

野十二神楽を事例として―」『比較民俗研究』第31号、
pp. 125-144、2017年（p. 127）

（14）�塚原、2019年、pp. 68-69。なお、下座については、や
はり佐原囃子分布地域（成田市）出身者である貝原塚
知美の修士論文「佐原の祭りにおける下座の役割」（国
立音楽大学大学院、1999年度）がある。

（15）�例えば、筆者は自身の講演において、彩響會にレク
チャーを2回依頼したことがある。公益財団法人ポー
ラ伝統文化振興財団・神奈川大学国際センター（共催）
日本文化研修「聞いてみよう 演奏してみよう ～日本
の祭囃子～」（2018年2月14日）と、同じく日本文化研
修「日本の民俗音楽『囃子』」（2019年7月25日）であり、
それぞれこれから留学する学生と日本留学中の学生が
日本文化を学ぶ内容であった。後述する青木芳和氏と
の話というのは、2019年の講演ののち、彩響會の方々
と横濱中華街で夕食を共にし、そのときに色々とお話
を伺った時のエピソードである。

（16）�前田、2015年、pp. 46-47，51

行なったが、そこでは青木芳和氏に大変お世話になっ
た。また、山あげ祭については2018年７月28日に調査
を行なったが、その折には公益財団法人ポーラ伝統文
化振興財団学芸員・相愛大学特別研究員の小泉優莉菜
氏に協力していただいた。「御宝殿稚児田楽・風流」
については、公益財団法人日本科学協会「平成27年度
笹川科学研究助成」の研究課題「日本の民俗芸能『鷺
舞』の構造人類学的研究―音楽分析を基軸として―」

（2015年４月～ 2016年２月）において調査した（2015
年８月１日）。調査に協力していただいた皆様に感謝
申し上げる。

また筆者は、2016年10月29日（土）、香取市佐原の
小野川沿いにある与倉屋土蔵で行われたイベント「佐
原囃子三流派聞き較べ」に評者として参加したが、取
り次いでくださったのはレヴィ = ストロース研究の
故・渡辺公三氏であった。また、渡辺氏に紹介してい
ただいた言叢社の島亨氏には多くの資料を参照させて
いただき、本稿での分析に大いに役立った。また、佐
原囃子調査の折には株式会社ヒストリーデザイン代
表・久保健治氏（九州大学大学院学術研究員、神田外
語大学兼任講師）に大変丁寧な案内を頂いた。また、
本稿で言及した筆者の論文（川﨑 2019）と塚原伸治
氏の論文（塚原 2019）は、共に平成30年度民俗芸能
学会大会シンポジウム「民俗芸能研究の新しい視点に
向けて」の報告に基づくものである。シンポジウムと
その準備、懇親会の折には塚原氏に多くの示唆を得
た。皆様に心から感謝申し上げる。

註
（１）�無論、房総半島の民俗芸能や祭礼に関する研究には蓄

積がある。とりわけ『房総の祭りと芸能―南房総の
フィールドから―』（大河書房、2004年）を代表例と
する田村勇の諸研究は、房総半島の芸能に関する考察
に多くの示唆を与える。その他、とりわけ祭事に特化
したものとしては千葉県神社庁特殊神事編纂委員会

（編）『房総の祭事』（千葉県神社庁、1984年）がある。
（２）�前田優輔「平群囃子の系統を探る―平群囃子はどこ

からきたのか―」『房総を学ぶ：房総地域文化研究プ
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